
1. はじめに

2013 年に和食が，ユネスコの世界無形文化遺産に登録された。これによって，日本の食文
化の価値が再認識され，インバウンドの観光客にとっても食が最も重要な来訪目的の一つにな
っている。一方で，今日では和食食材の生産，また，和食の最も基本的な旨みの元となる出汁，
例えば，カツオブシの生産一つをみても，それを支えている労働力が外国人研修生であるとい
った事例が広く見られる。また，核家族化の浸透久しく，親世代と子世代が離れて暮らすこと
から，親から子へと，かつて当たり前に行われてきた家の料理の技術，味の継承も途絶えて久
しい。食が，肉食中心に変わり，伝統的な郷土魚介料理が，特にかつてそれらが色濃く残って
いた地方において消失するという危機的状況が現出してきている。これらの郷土魚介料理は，
まさに今脚光を浴びている和食のルーツであり，それら日本の伝統料理の消失が，日本の食文
化自体を危うくしているのである。

筆者は，そういった見地から研究を進め 1），日本における魚介郷土料理に関する各地文献を
収集してきた。本稿は，その資料的価値を考えてこれらの文献リストを世に問うことを目的と
する。なお，これらの文献は，国立国会図書館，および各都道府県立図書館の蔵書検索によっ
て抽出したものであり，筆者は，基礎研究資料として現在これらの収集に努めている。

2．都道府県別魚介郷土料理文献

（１）北海道
①朝日新聞社編（1984）：『郷土料理とおいしい旅	1	（北海道）	』，朝日新聞社，134p。
②岩城道子（1987）：『北海道の鍋料理』，北海タイムス社，231p。
③大久保岩三郎（1910）：『北海道魚菜応用家庭料理』，富貴堂，131p。
④角川書店（1977）：『味のふるさと	5：北海道の味』，99p。
⑤坂田蓉子（2008）：『北海道の旬をまるごと食べよう』，北海道新聞社，123p。		
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⑥水産北海道協会編（1959）：『漁村の栄養と料理メモ	第 1 集』，78p。
⑦重森直樹（1982）：『新北海道たべもの歳時記』，マービス，262p。
⑧集英社（1982）：『ふるさと日本の味	1：北海道豊穣の味	道南・道東・道北』，159p。								
⑨南部あき子（1986）：『北海道の味』，ドメス出版，165p。
⑩南部あき子（1990）：『北の食卓：四季のおかず』，北海道新聞社，206p。
⑪南部あき子（1990）：『北の食卓：保存食ノート』，北海道新聞社，146p。
⑫南部あき子（1993）：『北の食卓』，北海道新聞社，190p。
⑬「日本の食生活全集	北海道」編集委員会編（1988）：『日本の食生活全集 1	聞き書	北海道の

食事』，農山漁村文化協会，356p。
⑭萩中美枝・畑井朝子・藤村久和・古原敏弘・村木美幸（1992）：『日本の食生活全集 48	聞き

書	アイヌの食事』，農山漁村文化協会，319p。
⑮北海道ウタリ協会千歳支部編（2006）：『千歳に伝わるアイヌの伝統料理』，48p。
⑯北海道漁協婦人部連絡協議会編（1995）：『北の浜料理 500 選』，北海道新聞社，263p。　　
⑰北海道漁業協同組合連合会編（2004）：『浜のかあさん海の料理本』，64p。
⑱北海道サケ・マス調理研究会編（1994）：『旬の味サケ料理 154』，北海道新聞社，177p。　　
⑲北海道食生活改善推進員団体連絡協議会編（2006）：『北海道伝承食文化』，75p。
⑳北海道全調理師会（1994）：『観光・郷土料理	平成５年度』，12p。
㉑北海道農政部流通対策課編（2001）：『道産食材を活用した旬のこだわり料理ガイド』，73p。
㉒北海道日高支庁産業振興部水産課（2008）：『日高の埋もれた食材レシピ集』，38p。
㉓北海道檜山支庁農業振興部農務課編（2006）：『ふるさとに伝えたい北海道檜山の食』，82p。
㉔北海道檜山支庁産業振興部農務課編（2008）：『ひやまの郷土食紹介』，14p。
㉕リクルート北海道じゃらん（2009）：『たべる旅北海道	魚介料理編』，136p。	

（２）青森県
①青森県農業改良普及会編（2008）：『あおもりの伝統料理：古来から受け継がれた伝統のうま

さを食卓に』，112p。
②青森県農林水産部総合販売戦略課（2014）：『あおもりの旨いもん：豊かな風土と惜しみない

愛情が育んだ極上の味』，26p。
③青森県農林水産部流通加工課・青森県栄養士会編（2002）：『四季折々のおいしい料理：あお

もりの「旬」で健康づくり』，85p。
④朝日新聞青森支局編（1989）：『旬の味里の味：山形むめ』，北の街社，69p。
⑤臥牛の郷生活研究連絡協議会編（2009）：『階上町の伝統料理』，臥牛の郷生活研究連絡協議会・

階上町，80p。
⑥三戸地区生活改善グループ連絡協議会編（2008）：『三戸地方の郷土料理』，74p。
⑦下田敦子（1990）：『青森ほたて料理 100 選』，「ほたて料理 100 選」出版実行委員会，131p。
⑧津軽あかつきの会編（2006）：『津軽の伝承料理』，129p。
⑨十和田郷土料理同好会（1977）：『郷土の味っこ：郷土料理記録』，43p。
⑩南部の味と暮らしの環境を考える会編（1985）：『南部料理ごよみ：風土性を生かした食生活

の創造』，八戸地域社会研究会，195p。
⑪「日本の食生活全集	青森」編集委員会編（1986）：『日本の食生活全集 2	聞き書	青森の食事』，
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農山漁村文化協会，356p。

（３）岩手県
①岩手銀行編（1983）：『岩手の郷土料理図鑑』，6p。
②岩手県（1998）：『食の匠：岩手の食文化発信郷土の味と優れた技術の紹介』，40p。
③岩手県（2011）：『食べよう	いわて：伝統食と食の匠の技』，岩手県農業改良普及会，303p。
④岩手県水産試験場・久慈地方振興局水産部編（1993）：『ザ浜料理インいわて：九戸地区』，

53p。
⑤岩手県水産試験場・宮古地方振興局水産部編（1993）：『ザ浜料理インいわて：上閉伊・気仙

地区』，35p。
⑥岩手県水産試験場・宮古地方振興局水産部編（1993）：『ザ浜料理インいわて：下閉伊地区』，

36p。
⑦岩手県商工会連合会（1989）：『気仙地方（商工会地区）の観光郷土料理 : あなたに贈るグル

メの旅』，岩手県商工会連合会気仙地区広域指導センター，92p。
⑧岩手県食生活改善推進員団体連絡協議会（1997）：『いわての晴れと褻の食』，57p。
⑨岩手県総合政策部広聴広報課（2008）：『いわて学　黄金の国、いわて　滋味編』，19p。
⑩柏啓子（2006）：『郷土の恵み雑穀	:	豆知識と二戸地方の郷土料理』，熊谷印刷出版部，119p。
⑪金ケ崎町食生活改善推進員協議会編（2014）：『かねがさき郷土の食：次世代に受け継ぎたい

味』，22p。
⑫木村宏征監（2007）：『岩手	:	全国の料理人たちをうならせた本物素材 37 品』，山口北州印刷，

143p。
⑬葛巻町食生活改善推進員協議会（2001）：『くずまきの郷土料理』，29p。
⑭ごちそうさまおふくろの味刊行委員会編（1979）：『ごちそうさまおふくろの味：岩手の郷土
料理』（ふるさと心と技シリーズ）	，熊谷印刷出版部，289p。	

⑮雫石町（2009）：『しずくいしの行事と行事食：伝えたい雫石の食と暮らし』，20p。
⑯東北農政局一関統計・情報センター編（2005）：『いわい発スローフード：いわい地方のうん

めぇ～もん』，28p。
⑰「日本の食生活全集	岩手」編集委員会編（1984）：『日本の食生活全集 3	聞き書	岩手の食事』，
農山漁村文化協会，346p。

⑱前沢町食生活改善推進協議会編（2000）：『郷土料理	:	伝えたいふるさとの味』，前沢町，
15p。

⑲宮古地方振興局編（2003）：『目からウロコの番屋料理：岩手の漁師が教える手作りの浜の
味！』。		

⑳やませの郷食の技研究会編（2016）：『郷土料理レシピ集	第２弾』，30p。	

（４）宮城県
①カルダイ社（2004）：『宮城を食べに行く』，218p。
②高橋廣子（2002）：『みやぎ料理の四季』，河北新報社，128p。
③地域の絆づくり推進事業ふるさと食だより編集委員会（2014）：『ふるさと食だより：宮城西
部地区』，73p。	
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④「日本の食生活全集	宮城」編集委員会編（1990）：『日本の食生活全集 4	聞き書	宮城の食事』，
農山漁村文化協会，357p。

⑤宮城県食生活改善推進員連絡協議会編（1976）：『みやぎの郷土料理』，宝文堂出版販売，
130p。

⑥宮城県水産林業部漁政課編（1992）：『みやぎのさかな 10 選：ふるさとが育んだ、豊饒の海
の幸』。

⑦みやぎの食を伝える会編（2005）：『ごっつぉうさん：伝えたい宮城の郷土食』，河北新報出
版センター，133p。

⑧みやぎの食を伝える会編（2013）：『ごっつぉうさん	2：伝えたい宮城の手づくり加工』，河
北新報出版センター，121p。

⑨宮城県名取市生活改善クラブ連合会伝承料理研究グループ編（2003）：『伝承料理なとりの味』，
69p。

⑩宮城県保健環境部地域保健課編（1992）：『みやぎ美味菜膳』，創童舎，143p。
⑪亘理町食生活改善推進員編（1992）：『わたりのふるさと料理』，亘理町，54p。
⑫亘理町役場商工観光課（2016）：『はらこめし』，11p。		

（５）秋田県
①秋田県食生活改善推進協議会編（1992）：『わが家の味　郷土の味』，19p。		
②秋田県食生活改善推進協議会編（2002）：『郷土食レシピ集：これ一冊で秋田の料理の達人に』，

28p。
③秋田県農山漁村生活研究グループ協議会編（2005）：『あきた郷味風土記』，95p。
④秋田県農山漁村生活研究グループ協議会編（2015）：『あきた郷味風土記	』，114p。
⑤秋田県農林水産部農林政策課編（2003）：『あきたを伝える田舎の味名人たち』，38p。
⑥天野源一（1943）：『秋田の郷土食　（翼賛叢書第６輯）』，38p。
⑦エフジー武蔵（2007）：『ふるさと通信　（Musashi	Mook）：秋田美食手帖』，114p。
⑧鹿角農業農村支援機構編（2010）：『郷土料理レシピ集』，18p。
⑨角川書店（1977）：『味のふるさと１（秋田の味）』，99p。
⑩企画専門フェイドイン（2010）：『秋田美味百選』，104p。
⑪建設省東北地方建設局森吉山ダム工事事務所編（1998）：『阿仁川流域の郷土料理』，123p。
⑫女性セミナー「ゆうわ」編集委員会編（2015）：『伝統の食と文化「ゆうわ」次世代へ』，

17p。
⑬千葉雄三（1984）：『飲食文化に於ける郷土料理と秋田の酒』，よねしろ書房，50p。
⑭「日本の食生活全集	秋田」編集委員会編（1986）：『日本の食生活全集 5	聞き書	秋田の食事』，
農山漁村文化協会，357p。

⑮農山漁家生活改善実行グループ秋田県連絡協議会編（1979）：『あきたの味　農家の手づくり』，
82p。

⑯松本祥子・山田節子・出雲悦子・長沼	誠子（2007）：「秋田県における魚介類の調理文化―
秋田県の特徴的な魚料理―	」，日本調理科学会誌 40-1，pp.41-45。

⑰横手ごっつぉお膳実行委員会ほか編（2014）：『秋田県横手市台所だより』，31p。
⑱横手市増田地域局産業振興課（2008）：『郷土料理探訪レシピ集』，40p。
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⑲横手市増田地域局産業振興課（2011）：『郷土料理探訪レシピ集』，42p。								

（６）山形県
①飯豊町食生活改善推進員連絡協議会編（1994）：『ひろめ伝えていきたい　いいでの郷土

料理』，149p。
②飯豊町食生活改善推進員連絡協議会編（2004）：『直伝おふくろの味』，72p。
③いきいき女性ネットワークセミナー編（2005）：『郷土の味散歩：行事食と郷土料理』，50p。
④おおえの健康料理・伝統料理普及委員会編（2005）：『伝えたいおおえの旬の彩り：健康料理・

伝統料理』，90p。
⑤置賜総合支庁産業経済部農業振興課編（2013）：『おきたまの伝統食材：伝統野菜、干し物』，

46p。	
⑥金山町農林水産物地産地消推進委員会編（2008）：『金山町　伝統家庭料理集：祖母・母から

子供達への贈りもの』，97p。
⑦酒田農業改良普及所編（1987）：『内郷に伝わる郷土料理』，42p。	
⑧酒田農業改良普及所編（1988）：『飛島に伝わる郷土料理：ふるさとの心をあなたに』，65p。		
⑨鮭川村保険課編（1997）：『伝えたい残したいふるさとの味さけがわ：写真で覚えるふるさと
の味』，231p。

⑩鮭川村・鮭川村食生活改善推進協議会編（2009）：『伝えたい残したいふるさとの味さけがわ』，
219p。	

⑪鮭川村食生活改善推進協議会（2014）：『「食」清流鮭川を食べる：村の漁と川料理』，27p。
⑫ JA てんどう女性部・田宮印刷株式会社・フロット（2016）：『てんどう郷土料理	:	天童に伝
わる昔ながらのスローフード	vol.1』，63p。

⑬生活改善実行グループ連絡研究会編（1982）：『ふるさとの味：山形の郷土料理』，274p。
⑭庄内町商工会女性部編（2000）：『伝：わが町の郷土料理・伝統行事を次世代へ』，31p。
⑮高畠町食生活改善推進連絡協議会編（1983）：『まほろばの里と郷土料理』，23p。
⑯飛島地区漁業集落（2009）：『飛島に伝わる郷土料理：四季の料理：保存版：うまいものレシ
ピ集 2』，39p。

⑰西川町（2015）：『西川の郷土食：月山の自然と出羽三山信仰の歴史が育んだ郷土料理レシピ
集』，130p。			

⑱「日本の食生活全集	山形」編集委員会編（1988）：『日本の食生活全集 6	聞き書	山形の食事』，
農山漁村文化協会，357p。

⑲村山市・郷土料理を楽しむ会編（2012）：『むらやま郷土料理百選　食の記憶　あずだす：山
形の食文化遺産」，村山市食生活改善推進員連絡協議会，101p。	

⑳村山市・「郷土料理」を楽しむ会・村山市食生活改善推進員連絡協議会編（2012）：『食の記
憶あずだす：むらやま郷土料理百選：山形の食文化遺産』,	シティむらやま出版会，101p。

㉑真室川町・真室川町食生活改善推進協議会編（2010）：『あがらしゃれ真室川：娘に伝えたい
郷土食』，150p。

㉒最上町食生活改善推進協議会・最上町健康福祉課編（1999）：『伝えたいもがみの味』，154p。
㉓山形県グリーン・ツーリズム推進協議会編（1999）：『やまがた郷土料理探訪』，87p。
㉔山形県旬の魚実行委員会編（1999）：『浜のあばちゃんの料理集　旬』，97p。
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㉕山形県生涯学習文化財団（山形県生涯学習センター）（2005）：『食彩考』，379p。
㉖山形県食生活改善推進協議会編（1986）：『やまがた郷土料理』，大風印刷，245p。
㉗山形市食生活改善推進協議会郷土料理集編集委員会・山形市保健センター健康栄養係編

（2009）：『山形の郷土料理：次世代に伝えようやまがたの味』，山形市健康福祉部健康課，
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３．終わりに

　以上，日本で刊行されている魚介郷土料理に関する文献を抽出して，文献リストを作成，
紹介した。掲載された文献数は，計 572 であった。こうしてみてみると，郷土料理を地域の
誇るべき文化と捉えて多くの文献が蓄積されている地域と，あまり重視されず文献の少ない
地域が極端に分かれることが理解される。前者に，歴史的にも地域環境的にも深い文化を維
持してきた近畿や東北地方などが含まれるし，後者としては，人々の出入りが激しく，郷土
料理，郷土文化の育まれにくい都市部がふくまれる地域などがあげられよう。
　筆者は，現在までに，これらの文献の主要なところ，特に魚介料理に関するものを，実際
に紐解きながら，複写等による収集を進めている。これまでに入手を終えたのが，鹿児島，
宮崎，熊本，大分，佐賀，長崎，愛媛，香川，徳島，高知，愛知，静岡，千葉の 13 県である。
今後も，収集に努め，魚介郷土料理に関する文献研究を進めていきたい。
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